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報告

デイケア利用者家族のニーズとその利用頻度に影響を及ぼす要因について

青木 英次 ），田頭 勝之 ），森下 佳代 ），山崎 知子 ）

平井智恵子 ），吉良 仁美 ），神野 優 ）

要 旨

介護保険制度の開始とともに居宅介護サービスの重要性が高まり，要介護高齢者を介護する家族への支援機

能は，居宅介護サービス提供の大きな目的の つになっている．本研究は，デイケア利用者家族のニーズを把

握し，さらにデイケアの利用頻度に影響を及ぼす要因を明らかにすることを目的とした．老人保健施設 施設

におけるデイケア利用者およびその家族 名を対象とし分析・検討を加えた．その結果，デイケアの主な利

用目的は他者との交流，入浴や移動能力の維持，介護者の休養であり， 痴呆 や 問題行動 ， 移動能力の

維持・向上 ， 介護者の休養 等の要因が利用頻度に影響していた．また利用頻度が高い場合，身体的介護負

担も軽減される傾向にあった．このことから，介護者は 介護者自身の休養 とともに，デイケア利用者に対

する 身体・精神機能面 への充実したサービス提供を求めていることが示唆された．
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はじめに

介護保険制度の開始とともに居宅介護サービスの

重要性が高まり，利用者ニーズに対して総合的，一

体的，効率的なサービス提供が求められている．こ

の状況下で，要介護高齢者を介護する家族への支援

機能は，居宅介護サービス提供の大きな目的の つ

になっている ）．デイケアにおいてもリハビリテー

ション機能だけでなく，食事，入浴サービスなどの

介護機能が求められ，介護負担の軽減を目的に利用

するケースも多い．

本稿では，デイケア利用者を介護する家族のニー

ズを把握する目的でアンケート調査を行い，さらに

デイケアの利用頻度に影響を及ぼす要因について分

析，検討したので報告する．

対象及び方法

松山市とその近郊の老人保健施設 施設における

デイケア利用者 名，男性 名，女性 名，不明

名，平均年齢 歳およびその主介護者，男性

名，女性 名，不明 名，平均年齢 歳を対象

）福角病院 リハビリテーション科
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に配票留置法によるアンケート調査を実施した．

調査項目は，デイケア利用者の属性，日常生活動

作（以下， ），痴呆，問題行動，デイケア利用

時に受けているサービス内容，他の居宅介護サービ

スの利用状況および主介護者の属性，健康状態，介

護負担感，利用に対する満足度，利用目的などであ

る．

調査項目のうち， は，歩行，食事，更衣，

排泄，入浴の 項目を調査し， 得点は，自立

点，どうにか自立 点，半介助 点，全介助 点

の 段階で評価した．また痴呆の判定は 痴呆性老

人の日常生活自立度 を用い， 以上を痴呆とし

た．

なお，統計学的分析は 検定， の検定，

の直接確率法を用いた．

結果

主介護者のデイケア利用の主な目的は，他者との

交流（ ％），入浴（ ％），移動能力の維持

（ ％），介護者の休養（ ％）であり，またデ

イケアの利用頻度（以下，利用頻度）は平均 回

月であった．

利用頻度と各要因との相関をみると， 得点

（ ， ），問題行動数（ ，

）で弱い相関関係を，主介護者年齢（

， ）においては弱い逆相関関係を認

めた．

利用頻度に影響する要因を明らかにするため，各

要因との関連をみると， では 歩行 が自立

している者 回に対し，自立していない者 回

と自立している者の利用頻度が高くなっていた．ま

た 更衣 の自立者は 回，入浴 の自立者は

回と自立している者の利用頻度が高くなっていた

（表 ）．

痴呆の有無では 痴呆なし 回に対して， 痴

呆あり は 回と利用頻度が高く，さらに問題行

動においても 暴言・暴行あり 回，徘徊あり

回， 収集癖あり 回といずれも問題行動

が認められる者で利用頻度が有意に高い値を示して

いた（図 ）．

主介護者の利用目的との関連では， 移動能力の

維持・向上 を挙げている者は 回と，挙げてい

ない者 回に対して，高い利用頻度を示していた．

また 介護者自身の休養 を目的としている者

回，目的としていない者 回と，介護休養を望ま

れているケースでの利用頻度も高くなっている（表

）．

他の居宅介護サービスの利用についてみると，訪

問介護 ， 訪問看護 ， 訪問リハビリ を利用して

いない者において，その利用頻度が高くなっていた

（表 ）．
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表 利用頻度と各要因（ ）

自 立 要介助 有意確率

歩 行

更 衣

入 浴

単位 （回 月）

図 利用頻度と各要因（ ）

表 利用頻度と各要因（ ）

有 無 有意確率

移動能力維持目的

介護者の休養目的

訪問介護利用

訪問看護利用

訪問リハビリ利用

単位 （回 月）



次に， デイケアの利用によって，介護負担はど

のように変化しましたか との問いに対して減少，

ある程度減少とした介護者 名（ ％）を 減

少群 とし，ほぼ不変または不変とした介護者 名

（ ％）を 不変群 に分けて比較検討した．そ

の結果，利用頻度では 不変群 回に対し， 減

少群 では 回と有意に高い頻度を示していた（

）．

また住環境についてみると，要介護高齢者専用部

屋の有無については有意差を認めなかったが，手す

り設置や段差解消などの家屋改造を行っている者

は， 減少群 ％， 不変群 ％と 減少群

が高い値を示した（ ）．

考察

本調査の結果，デイケアの主な利用目的は 他者

との交流 ， 入浴 や 移動能力の維持 ， 介護者

の休養 であった．

利用頻度についてみると， 得点および問題

行動数との間に弱い相関関係を，介護者年齢におい

て弱い逆相関関係を認めており，また のうち，

歩行 ， 更衣 ， 入浴 において自立している者

の利用頻度が高くなっていた．さらに他の居宅介護

サービスの利用についてみると， 訪問介護 ， 訪

問看護 ， 訪問リハビリ の利用によりデイケアの

利用頻度が低くなっていた．

深谷ら ）は，要介護高齢者の 能力が低い ・

痴呆が高度 あるいは介護者の 健康状態不良

な場合，短期入所，訪問介護，訪問看護の利用意向

が強いとし，また岡田ら ）によると，在宅福祉サー

ビスの利用者満足度は，利用者が必要とする回数の

サービスを受けている場合に高いと報告している．

本調査において，デイケア利用に対する満足度は，

満足している ， まあまあ満足している とした

介護者は ％に昇っているが，その反面，通所者

の身体機能低下あるいは介護者の高齢化がデイケア

利用を阻害する要因として挙がっている．このよう

に，満足度が高いにも関わらず，若干の因子により

デイケアの利用が困難となっており，デイケアの役

割である 心身機能の維持・回復，日常生活自立の

ためのリハビリテーションサービス ， 家族支援

は未だ十分に達成されていないと思われる．

一方，痴呆や 暴言・暴行あり ，徘徊あり ，収

集癖あり などの問題行動によって利用頻度が有意

に高い値を示しており，痴呆などの精神疾患に関す

るニーズはデイケアにおいて高いといえる．

利用目的では， 移動能力の維持・向上 と 介

護者自身の休養 を挙げている場合に利用頻度が高

くなっていた．また利用頻度が高い場合，身体的介

護負担も軽減される傾向にあることから，比較的労

力を要する移動という介護，それに伴う身体的介護

負担に対して，より一層の援助機能が求められてい

ると考えられる．

また今回の調査の結果，介護負担の軽減にはデイ

ケアの利用頻度の他に，手すり設置などの住環境が

影響していた．介護保険導入に伴い，デイケアサー

ビスとして，居宅訪問による通所リハビリテーショ

ン計画の作成及び見直しが制度化され，より一層生

活の場に近いサービスの検討が可能となった．

これらのことから，住環境整備や介護者に対する

介護指導，さらには適切な介護機器の紹介なども併

せて行っていく必要があると考える．

デイケアは，居宅介護サービスの中でも比較的充

足度が高く，また訪問介護，訪問看護に比べて，

回の実施時間が 時間と長いため，その有効性

にはかなり期待されるものがある ）．

現在， 歳以上の脳卒中患者も介護保険の給付対

象であり，このような第 号被保険者のデイケア利

用が増加し，より一層，ニーズの多様化が進むと思

われる．

今後は，個々の心身状態を考慮したリハビリテー

ションプログラムの充実を図り，さらにグループ活

動においても身体・精神機能障害の内容や程度など

で小規模グループ化した，きめ細かな対応が求めら

れると考えられる ）．そして，デイケアサービスの

一環として住環境整備などの家族支援機能を充実

し，通所者と家族のニーズに沿ったサービスが提供

できるよう検討していく必要があると考える．
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稿を終えるにあたり、調査にご協力いただいた老

人保健施設の職員の皆様に心より謝意を表します。

本報告の要旨は第 回四国理学療法士学会におい

て報告した．
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